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コンベヤベルト、自動車用シーリング材で生産増強

MB事業では売り上げ拡大と収益向上の柱として、

値上げの浸透に加え、需要が拡大しているコンベヤ

ベルトや自動車用シーリング材の生産増強を中国で

進めています。

廃タイヤを利用した舗装で騒音を10分の1に

画期的な新技術の一例は廃タイヤを利用した多機能

型弾性舗装です。昨年11月に座間市道17号線に

テスト施工し、既設の密粒度アスファルト舗装に比

べ車両通行量が約10分の1に減少したのと同じ騒

音低減効果を実証しました。そのほか、燃料電池用

樹脂配管、床ずれ防止の車椅子用クッションで事業

化を進めているほか、電子材料分野で新商品開発

に取り組んでいます。

新ドライバーでゴルフ用品をテコ入れ

2006年度は主力のドライバーでアベレージゴル

ファー向け商品を2種発売しました。昨年8月に投

入した「T3 RED（ティースリー・レッド）」は飛距離

を徹底的に追求し、今年2月に発売の「T3 502銀」

は打ちやすさを全面に押し出したドライバーで、両

商品とも販売が好調です。

買収防衛策を導入

当社の企業価値や株主の共同利益を損なう恐れの

ある大規模買付行為に対して、今年5月10日開催の

取締役会で買収防衛策の導入を決定のうえ、6月28日

開催の定時株主総会で株主の皆様にご承認いただき

ました。発行済み株式総数の20％以上の取得を

めざす買収者に対し、買収の目的や買収後の事業計画

の提出などを求めて対抗措置発動の是非を検討

する事前警告型を採用しています。

CSRの取り組みも強化

また財務報告の適正さの確保と内部統制の強化を

図るため、今年１月より内部統制推進室を発足させ

ました。さらにコンプライアンスと環境貢献活動

についてもグループ全体で強化を図っています。

こうした課題に取り組みながら、基本方針の「良い

モノを、安く、タイムリーに」供給することに力を注ぎ、

GD100の目標達成をめざしてまいります。株主の

皆さまにおかれましては、一層のご支援を賜り

ますようお願い申し上げます。

さらに進化したタイヤの
環境性能
燃費と静粛性も向上
非石油資源80％のエコタイヤ
「DNA dB super E-spec」

2007年7月に発売の「DNA dB super E-spec」

は環境性能の最新技術を結集したエコタイヤのフ

ラッグシップです。非石油系の原材料を80％に高

めながら、燃費や静粛性でもDNAシリーズ中、最高

レベルを実現しました。

 

一般的な乗用車タイヤは原材料の約60％がカーボン

や合成ゴムなど石油系のもの。脱石油のため、一番

の難関は主原料である合成ゴムを天然ゴムに置き

換えることでした。天然ゴムは合成ゴムに比べ摩耗

に強く、ころがり抵抗が小さいものの、熱の発生が

小さく十分にグリップを確保することができません。

そこで開発したのが植物由来のオレンジオイルを

天然ゴムに配合した新コンパウンド「スーパーナノ

パワーゴム」です。天然ゴムになじみやすいオレ

ンジオイルによって、ゴムがしなやかになり路面の

微細な突起に密着しやすくなりました。また、車の制

動時にはオイル自体もグリップに必要な熱を発生し

ます。これらの働きで、ころがり抵抗の小さい天然ゴ

ムの特徴を生かしながら、高いグリップ力を引き出

すことに成功しました。

もうひとつの最新テクノロジーはインナーライナー

に採用した新素材で、タイヤの空気漏れがより小さく

なる「空気透過抑制フィルム」。インナーライナーは

空気漏れを防ぐため乗用車用タイヤの内側に貼ら

れているゴムシートです。このシートの新素材として

開発した「空気透過抑制フィルム」はゴムの弾性と、

軽量で空気透過の少ないプラスチックの長所を

併せ持つのが特徴です。従来の厚さの5分の1で

ありながらタイヤの空気透過性がより小さくなり、

燃費の悪化防止に加え、タイヤの軽量化に寄与

しています。
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耐久性向上のポイントは、低温高せん断混練の

「C’ROLL（クロール）製法」です。従来の混練工程は

ミキサーを使い混ぜながら練り上げていましたが、

高温になりゴムの劣化を招きやすいのが難点でし

た。「C’ROLL製法」はミキサーで混ぜ、ロールで練

る新製法で、より低温で十分にゴムを混練できるの

が特徴です。ゴムの分子切断を抑え、補強剤である

カーボンをより均一に分散できるようになり、強く

てしなやかなコンパウンドが完成しました。

もうひとつのポイントは「歪コントロールプロファ

イル」。トラック・バス用ラジアルタイヤは一般的に4

～5万km走行すると新品タイヤに比べ外径が約

0.5％成長し、安定期に入ります。新プロファイル

は、この成長状態のタイヤ内部に生じる歪みをタイ

ヤ全体で均一化することで高い耐久性を実現しまし

た。従来は成長状態のタイヤ内部の歪みを正確に予

測することは困難でしたが、横浜ゴムの独自のシ

ミュレーション技術により可能になりました。

第一弾として、2007年4月より発売したのは３種。

摩耗に強くロングライフのオールシーズンタイヤ

「701ZE」は、一般路で発進・停止を頻繁に繰り返す

車両向け。「702ZE」は燃費悪化の原因になる

ころがり抵抗を低減したオールシーズンタイヤで、

高速道路で長距離を走る輸送車が対象です。偏摩耗

にも強く、タイヤ交換やローテーション回数を減らせる

ためメンテナンスの手間を減らせます。リブタイヤ

「102ZE」はより高い省燃費効果を求める長距離

ユーザー向けに開発。トラック・バス用タイヤで国内

最高レベルをめざした低燃費タイヤで、耐偏摩耗性

も強化しています。

トラック・バス用タイヤの新ブランド「ZEN」誕生
省燃費で、さらにロングライフに

従来の製法

AMF（原子力間顕微鏡）によるミクロ構造解析

C’ROLL製法

C’ROLL製法ではゴム（黄色い部分）に
カーボン（黒い部分）がより小さく、
より均一に分散する。

環境への負荷を減らすため、タイヤにできることは何か―。これまで力を入れてきたのは排ガスやCO2の削減に

つながる燃費の改善でした。「ZEN（ゼン）」は新たに3Rの「Reduce（廃棄物の発生抑制）」「Reuse（再利用）」を

環境性能の基本テーマに据えて開発したトラック・バス用タイヤ。ゴムの混練方法から見直して耐久性を大幅に

高め、今まで以上に長く走れるようになりました。使用本数を減らせるだけでなく、更生タイヤに再利用しても

高い耐久性を発揮します。
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